PKO（平和維持活動）とは何か
PKOは紛争地域の平和維持もじくは回復を助けるために国連によって組織される軍事要員をともなう活動であるが、強制力をもたない。普通は安全保障理事会によって設置され、事務総長の指揮下に入る。PKOは大きく分けて監視団と平和維持軍の２つある。どちらも同じ基本原則下で活動する。その原則は大きく分けて以下の２つである。
1 受け入れ国と他の関係当事国の同意が必要である。軍事要員は加盟国が自発的に派遣する。軍事監視団は武装しない。平和維持軍の兵士たちは係争の防衛用武器を携帯することを許されるが、自衛の場合以外の武力行使は許されていない。
2 受け入れ国の内政に干渉してはならず、加盟国に影響を与える国内紛争の一方の当事者に有利になるように行われてはならない。

PKOの問題点

　PKOは原則に基づいて組織、活動されているように見えるが、実際はそうではない。各PKOの共通しているところは、関係国同意の原則、任務、統轄、編成である。その他の人員や装備などは、派遣地域の地勢、活動の任務などによって異なっている。さらに重大なのは、各PKOの共通点としてあげた諸点（関係者の範囲など）があいまいであることである。PKOが万全な平和維持活動軍と考えて無条件に参加した場合、国連協力の名の下に他民族への干渉に参加することにもなりかねないのである。
　PKOは紛争発生の事後対策にすぎず、しかも敵対行為の停止や抑止をすることはできるが、紛争のもとにある問題を緩和、解決することはできない。
　PKOと呼ばれる国連の平和維持活動と、国連憲章一条②、同条③で定められた平和維持に関する国連活動一般とは異なる。PKOはいわば紛争発生時の事後対策、一時的な後始末策にすぎない。一方後者はもっと広範な多種多様なもので、国家間の平和友好関係の強化、世界平和強化のための活動であり、紛争の発生要因を減らし、緩和する活動である。また、PKOは国連憲章に規定されていないが、後者は明確に規定されている。
＜参考：PKO問題の争点＞

国連の権利
　国連は安全保障理事会が中心となっている。平和に対する脅威、破壊、侵略行為が生じたとき、憲章でこれに対応する主な責任を安全保障理事会に負わせている。そのため、平和と安全の維持または回復について重要な権限と任務が集中的に与えられている。第一に、理事会は、平和に対する脅威、平和の破壊または侵略行為の存在を決定することができる。（３９条）
